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上
の
川
は
千
里
山
東
二
丁
目
二
十
三
番
地

・
千
里
山
東
遊
園
の
五

十
メ
ー
ト
ル
程
上
手
の
暗
香
山
口
を
起
点
と
し
て
、
千
里
山
東

一
丁

目
・
千
里
山
西

一
丁
目
・
円
山
町
・
垂
水
町

一
丁
目
・
豊
津
駅
前
交

番
裏
側
付
近
で
糸
田
川
に
合
流
す
る
、
流
路
延
長
一
・
八
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
流
域
面
積
二
・
二
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
淀
川
水
系
の

一

級
河
川
で
あ
る
。

こ
の
川
は
、
起
点
で
は
阪
急
電
鉄
千
里
線
の
千
里
山
駅
か
ら
天
神

橋
筋
六
丁
目
方
向
に
向
か
っ
て
左
側
の
吹
田
市
道
沿
い
に
流
れ
て
い

暗る
渠が

と 日ー

す5
阪堅
芋隼

署長
襲害
予安
をに

覇空
し十
てメ
千 l
里ト
山ル
西翼

は
暗
渠
と
な
り
、
先
の
、
千
里
山
東
二
丁
目
の
上
の
川
の
起
点
と
な

る
所
で
外
に
出
て
い
る
。
そ
の
よ
v?な
事
も
あ
り
、
当
時
の
上
の
川

に
は
、
メ
ダ
カ
が
群
れ
を
な
し
て
、
泳
い
で
お
り
、
た
ま
に
は
、
オ
タ

マ
ジ
ャ
ク
シ
や
鮪
や
小
鮒
も
流
れ
て
来
た
り
す
る
楽
し
い
通
学
路
で

あ
っ
た
。

上
の
川
は
、
昭
和
十
六
年
か
ら
十
七
年
に
か
け
て
、
豊
津
駅
付
近

が
改
修
さ
れ
、
現
在
の
川
筋
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
川
筋
は
垂

水
墓
地
付
近
で
、
現
在
よ
り
西
側
を
流
れ
て
お
り
、
川
幅
も
狭
く
、

又
、
浅
い
天
井
川
で
あ
っ
た
た
め
に
、
昭
和
十
五
年
七
月
の
豪
雨
の

折
に
は
、
垂
水
町
付
近
で
堤
防
が
数
か
所
決
壊
し
、
垂
水
町

一
帯
の

四
百
五
十
戸
余
り
の
家
屋
が
床
上
ま
で
水
に
浸
か
る
と
言
う
大
洪
水

が
起
こ
り
、
大
き
な
被
害
に
あ
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
大
改
修
工
事

が
行
わ
れ
、
現
在
の
川
筋
に
な
っ
た
が
、

豊
津
駅
前
交
番
の
敷
地
内

に
は
、
当
時
の
洪
水
密
告
の
大
き
さ
と
改
修
の
苦
労
。
完
成
の
喜
び

と
感
謝
を
記
念
し
た
「
記
念
碑
」
が
建
て
ら
れ
お
り
、
そ
こ
に
は
、

丁
目
で
顔
を
出
し
、
聞
大
前
駅
の
中
程
よ
り
、
阪
急
千
里
線
の
右
側

を
線
路
沿
い
に
豊
津
駅
ま
で
大
阪
府
道
吹
田
・
箕
面
線
に
挟
ま
れ
て

流
れ
て
い
る
。

現
在
の
上
の
川
は
、
上
流
部
で
は
、
河
道
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
及
び

矢
板
護
岸
の
三
面
張
り
と
な
っ
て
お
り
、
下
流
部
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
護

岸
の
三
面
張
り
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
私
が
千
里
第
二
小
学
校
に
通
っ
て
い
た
頃
の
上
流
部
の

護
岸
は
板
張
り
で
、
川
床
は
さ
ら
さ
ら
と
し
た
細
か
い
砂
で
あ
り
、

通
常
の
水
深
は

一
0
セ
ン
チ
程
で
、
小
川
と
言
う
感
じ
で
あ
っ
た
。

だ
か
ら
、
夏
の
暑
い
盛
り
の
二
部
授
業
の
登
下
校
の
折
に
は
、
大
皐

前
か
ら
関
大
前
駅
と
千
里
山
駅
の
中
間
に
あ
た
る
、
通
称
、
ド
パ
シ

の
辺
り
ま
で
、
川
の
中
を
歩
い
て
通
学
し
て
い
た
。
こ
の
当
時
、
こ

の
川
の
水
源
は
佐
井
寺
の
古
池
と
か
言
わ
れ
て
お
り
、
現
在
の
千
里

山
高
塚
あ
た
り
の
田
圃
や
畑
に
水
を
供
給
す
る
農
業
用
潅
翫
水
路
で

あ
り
、
千
里
第
二
小
学
校
か
ら
千
里
山
駅
に
向
か
λ
ふ
埠
路
の
中
間
あ

た
り
で
大
学
前
方
面
に
向
か
う
三
文
路
付
近
あ
た
り
で
、
こ
の
水
路

併
せ
て
、
自
然
災
害
と
、
そ
の
防
止
に
懸
命
と
な
っ
た
人
々
の
苦
労

が
記
せ
ら
れ
て
い
る
。

尚
、
豊
津
駅
よ
り
江
坂
方
面
に
百
五
十
メ
ー
ト
ル
程
行
っ
た
と
こ

ろ
に
、
上
の
川
が
天
井
川
で
あ
っ
た
事
を
証
す
る
ブ
リ
ッ
ジ
の

一
部

が
残
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
二
十
六
年

一
月
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
の

折
に
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
正
面
に
は
、
こ

こ
に
天
井
川
が
在
っ
た
事
を
示
す
プ
レ
ー
ト
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
大
改
修
工
事
の
結
果
、
そ
の
後
、
上
の
川
は
垂
水
町
で
は
、

氾
濫
す
る
事
は
無
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
上
の
川
の
起

点
よ
り
、
更
に
上
の
千
里
山
団
地
の
開
発
・
田
畑
の
宅
地
化
等
に
よ

り
、
丘
陵
が
削
ら
れ
、
山
林
が
伐
採
さ
れ
た
結
果
。

と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
よ
る
市
街
化
が
進
み
、
降
っ
た
雨
水
が
地
面
に

浸
み
込
む
事
が
な
く
な
り
、
行
き
場
の
な
く
な
っ
た
雨
水
は
、
上
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト

豪 川
雨に

性警
し

上て
の流
川れ
の込
関む
大よ
日IJ フ
駅に
のな
暗 り

きZ
の九
入年
口頃
にか
当ら
た

手章
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里
山
東

一
丁
目
あ
た
り
で
、
家
屋
へ
の
浸
水
被
害
が
続
発
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

こ
の
対
応
策
と
し
て
、
大
阪
府
茨
木
土
木
事
務
所
と
吹
田
市
役
所

で
は
、
平
成
十
五
年
、
千
里
山
駅
と
関
大
前
駅
の
、
ほ
ぼ
中
間
に
あ

た
る
上
の
川
添
い
に
あ
る
「
千
里
山
東
公
園
」
の
地
下
に
「
上
の
川

調
節
池
」
を
設
置
し
た
。

「
上
の
川
調
停
池
」
は
、
縦
四
十
メ
ー
ト
ル
・
横
五
十
七
メ
ー
ト

ル
・
深
さ
八
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
池
で
、
九
、

一
O
O立
方
メ
l
ト

ル
の
貯
水
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
量
を
二
十
五
メ
ー
ト
ル
プ
l
ル
に

換
算
す
る
と
約
三
十
五
杯
分
の
水
量
を
貯
め
る
事
が
出
来
る
。

し
か
し
、
調
節
池
が
設
置
さ
れ
た
後
の
平
成
十
九
年
八
月
三
十
日

の
八
時
四
十
分
か
ら
九
時
四
十
分
ま
で
の

一
時
間
に
、
四
十
三
ミ
リ

の
雨
量
を
記
録
し
た
折
に
は
、
数
戸
の
塞
屋
が
浸
水
、
又
、
平
成
二

十
五
年
八
月
二
十
五
日
の
九
時
五
十
分
か
ら
十
時
五
十
分
ま
で
の

一

時
間
に
、
四
十
五
ミ
リ
の
雨
量
を
記
録
し
た
集
中
豪
雨
の
折
に
は
十

数
戸
の
家
屋
が
浸
水
被
害
受
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
浸
水
は
、
い
ず

ず
、
結
果
的
に
は
廃
棄
処
分
に
し
た
と
の
事
で
あ
っ
た
。

「
コ
ニ
シ
電
化
」
の
左
並
び
の

「ま
る
た
ス
ポ
ー
ツ
倍
」
も
、
上

の
川
の
溢
れ
た
濁
水
が
庖
舗
に
流
入
し
た
が
、
陳
列
棚
の
最
下
段
の

商
品
は
卓
上
に
上
げ
た
の
で
商
品
に
は
損
害
は
な
か
っ
た
が
、
次
の

水
害
備
え
て
商
品
は
陳
列
棚
の
最
下
段
に
は
置
か
ず
、
開
け
て
い
る

な
ど
の
浸
水
対
策
を
し
て
い
る
様
だ
。

「
コ
ニ
シ
電
化
」
の
右
並
び
の
七
階
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン
「
セ
ン
ト

ラ
ル
千
里
山
東
」
で
は
、
上
の
川
の
濁
水
が
地
下
駐
車
場
に
流
れ
込

み
、
数
台
の
車
が
水
没
す
る
被
害
を
受
け
、
水
が
引
い
て
か
ら
、
消

防
署
の
ポ
ン
プ
車
が
出
動
し
て
、
地
下
駐
車
場
の
水
を
排
水
し
て
い

た
。又

、
「
ま
る
た
ス
ポ
ー
ツ
」
と
道
を

一
本
隔
て
た
寸
ダ
イ
コ
ク
・
ド

ラ
ッ
グ
」
で
は
、
庖
外
に
て
陳
列
棚
で
販
売
を
し
て
い
た
ス
ナ
ッ
ク

菓
子
・
カ
ッ
プ
麺
等
が
か
な
り
流
さ
れ
、
阪
急
電
車
の
住
宅
地
踏
切

道
付
近
の
冠
水
し
た
道
路
上
に
、
多
く
の
商
品
が
プ
カ
プ
カ
と
浮
い

て
い
た
。

一
O
O立
方
メ
ー
ト
ル
を
超

れ
も
が
調
節
池
の
水
量
が
満
杯
の
九
、

ぇ
、
収
納
不
能
と
な
っ
た
雨
水
が
、
水
路
が
狭
く
な
っ
て
い
る
関
大

前
駅
近
く
の
暗
渠
部
分
の
入
口
で
氾
濫
し
、
膝
下
浸
水
を
起
こ
し
た

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

尚
、
千
里
山
地
域
に
降
る
雨
は
、
南
千
里
付
近
に
設
置
さ
れ
て
い

る
雨
量
観
測
所
で
計
ら
れ
て
い
る
様
だ
が
、
平
成
二
十
五
年
八
月
十

五
日
の

一
時
間
当
た
り
の
雨
量
と
し
て
は
、
上
の
川
に
最
も
近
い
千

里
第
二
小
学
校
の
雨
量
計
で
は
、
九
時
四
十
分
か
ら
十
時
四
十
分
ま

で
の

一
時
間
の
雨
量
が
五
0
・三
ミ
リ
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、

舗こ
での
i、折
被の

憲章

警警
約を
~ ;rll. 

:x 
け

O た

8差
万は
円
と主
さと
れし
てて

るの
。辺

り
の
唐

こ
の
浸
水
で
被
害
を
受
け
た
「
コ
ニ
シ
電
化
」
で
は
、
水
の
増
加え

一
階
に
陳
列
し
て
い
る
小
さ
い
商
品
は
、
何
と
か
二
階

方
が
早
く
、

に
上
げ
る
事
が
で
き
た
が
、
冷
蔵
庫
だ
け
は
移
動
す
る
こ
と
が
出
来

こ
の
浸
水
事
故
後
、
大
阪
府
茨
木
土
木
事
務
所
で
は
、
暗
渠
へ
の

流
入
口
付
近
と
他
二
か
所
に

「上
の
川
調
節
池
水
位
表
示
装
置
」
を

取
り
付
け
た
。
こ
の
装
置
は
、
大
雨
の
際
に
上
の
川
君
押
池
に
雨
水

を
貯
め
た
時
の
池
内
の
水
位
を
段
階
的
に
表
示
す
る
も
の
で
、
赤
色

ラ
ン
プ
が
点
滅
す
る
と
、
調
節
池
の
水
位
は
、
ほ
ぼ
満
タ
ン
に
な
っ

て
お
り
、
道
路
等
の
冠
水
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に

備
え
る
様
に
す
る
事
な
ど
の
注
音
量百
き
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

関
西
大
学
の
正
門
近
く
に
あ
る
我
が
家
の
前
の
道
路
は
、
幅
六
メ

!
ト
ル
程
で
傾
斜
が
付
い
て
お
り
、
道
の
両
側
に
は
、
幅
が
三
十
セ

ン
チ
の
排
水
溝
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
雨
が
降
る
と
、

道
路

一
杯
に
雨
水
が
流
れ
。
ま
る
で
川
の
知
く
に
な
る
。
昔
の
関
西

大
学
構
内
に
は
、
四
百
メ
ー
ト
ル
の
ト
ラ
ッ
ク
が
二
面
取
れ
る
程
の

大
グ
ラ
ン
ド
と
、
ゴ
ル
フ
場
の
シ
ョ
ー
ト
ホ
l
ル
程
の
芝
生
の
校
庭

も
あ
り
、
大
雨
が
降
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
場
所
で
雨
水
を
吸
収
し
て

く
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
、
そ
れ
ら
の
場
所
に
校
舎
が
増
響
。
れ
、
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関
西
大
学
構
内
で
雨
水
が
吸
収
さ
れ
な
く
な
り
、
そ
の
雨
水
は
、
水

は
高
き
よ
り
低
き
に
流
れ
る
原
理
に
な
ら
っ
て
、
我
が
家
の
前
の
道

路
幅

一
杯
に
流
れ
る
様
に
な
っ
た
。
こ
の
雨
水
は
、
最
終
的
に
は
上

の
川
に
流
れ
こ
ん
で
い
る
。

千
里
山
は
坂
の
街
で
も
あ
る
の
で
、
豪
雨
の
折
に
は
、
我
が
家
の

前
の
道
路
と
同
じ
現
象
が
起
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
思
わ
れ
る
。

千
里
山
で
洪
水
・

・
・
・
?
、
と
思
わ
れ
る
方
が
多
い
と
思
う
が
、

吹
田
市
の
洪
水
ハ
、ザ
l
ト
マ
ッ
プ
に
は
、
上
の
川
流
域
は
洪
水
が
発

生
す
る
危
険
な
場
所
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

上
の
川
か
ら
洪
水
を
無
く
す
に
は
、
も
う
一
つ
調
節
池
を
造
る
か
、

暗
渠
部
分
の
水
路
を
拡
張
し
な
い
限
り
、
又
、
洪
水
は
起
こ
る
も
の

と
思
う
。
そ
れ
ま
で
は
、
吹
田
市
が
配
布
し
た
土
嚢
を
積
ん
で
自
衛

す
る
し
か
な
さ
そ
う
だ
。
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